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地 類 津 浪 に つい て っ 
積分 の 敷 値 計算 


地 震 研 完 所 松 澤 武 雑 
(昭和 25 年 1 月 10 昌 受 理 ) 


1. 大 一 の ち ぢ おま な い 水 の 二 区 元 の 問題 で , 海 庶 が 深き に 比べ て あま り 大 きく な い :E 下 減 
動 も する 場合 に 。 それ まで 動い て いな か つた 海水 の 動き の 式 を 出し , 第 4 節 で 一 つの 和 質 別 な 
場合 を 計算 し た . それ は 海底 殺 化 の 横 の 波長 が , 海 の 深 さき に 比べ て 極め て 大 きい 場合 に 許さ ァ 
れる 近似 計算 で あつ た 。 「 ' 

こ ゝ で は 。 積分 の 夢 値 計算 に よ つ て , その 近似 計算 あたし か め , 更に 其 一 の 近似 計算 の 誕 。 
され な いよ うな , 毅 化 屋 域 の 小さ い 場 合 の 敷 値 計 算 示 し, 又 そ の 近似 計算 に つい て の 注意 
を 称 べ る . 8 

2. 基 の 一 第 4 節 で 海岸 の 水面 の の ぼり は 


た に 2 7 r ん as 7 ん 
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/ 夫 2 の 512 に が 士 6 1( あ ) -gG- の 
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但し = ニテ ゥ タク tanh テ テム 


き の 
。 共 一 , 4 の 近似 計算 と 比べ る 乱 に , 4 上 テニ 1250 sec. の 場合 の 環 値 計算 を 試み る . この 時 


聞 # は , 今 の 場合 , 長い 波 が 250 km 師 ち 27。7 だ け 億 わる 時 間 で ある . それ 政 に 基 一 
4 の (HHi) か ら 入 期 きれ る て は と 5 プー0.714 で ある . 


次 に 環 値 械 分 の 短 に 。 克 の 曲線 (Fig. 1 Fig. 2 Fig. 8) を 示す 。 婦 ち 
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和 の 肌 線 と 横 村 と の の 下 了 は , Fig. 1 で 1.15, Rig. 2 で 0.03, Rig. 83 で 0.580 
ちる ・ ig. 1 と fig. 2 の 和 の 邊 分 は Fig 3 に な る 管 で ある が 。 前 者 は 0.59 で 後者 
0.58 で ある か ら , 和 用 上 の 差 家 は な V、. Hg 2 は ig 1 に 贅 べ る と 極め て 小さ の ミ 
ント + Fig- 1 だ け 考 えれ ば よい ・ 
て 此 の 計算 か ら て を 出す と 


<= ニ 4x0.58=0.744 


と 5. これ を 共 つ 4 の 近似 流 の 場合 の て = 0. 4 に 比べ る と 。 世 胡 の 計 穫 と し て は 。 
、 大 陽 あ つて いる と みて よい 、 こと に 津 渋 の 高 さ の 見 営 を つけ る 目的 な ら , この 位 の くい ち が 
い は 問題 に な ら な い . 

海 話 の 北 動 範 園 が 深 際 き に 比べ て 勿 り 大 きく な 場合 の 例 と し て 


ん 
CS テテ 1 (サテ 420 sec 


、 の 電 命 を 計 秋 し ょ う ・-4 及び - ダダ の 値 は 前 の 時 と 全く 同じ で あ る ・ 信 の 場合 ? の 信 は 。 肖 い 
_ 柚 動 の 中 心から , 海岸 まで 。 RC 近 の 全 2908 間 の 


三 4x0 987 ニ 0. 498 4 


と な る . 狂 動 功 成 が 大 きい 時 に は , 義 動 と 独 ど 同 
じ 高 き に な る 管 の 所 , 信 の 場合 に は 約 生 分 と な つた ・ 

Es 此 場 合 で も Fig. 4 だ け 計 算 す れ ば , 大 器 の こと ー 
、 を みる に は 差 支 な い 。 この こと は 一 般 に 芽 肌 的 に も 

張 期 きれ る こと で あぁ る. 

- 生 近似 計算 の 吟味 て の 式 の 中 で 主要 な 因子 は 
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因子 は , 夫 ネ 或 / の 近 遂 で 値 の あま り 化 し な い 
所 が ある . これ は 敷 伝 分 の 収 錠 か ら は 都 信 の よい こと で ある が , 介 な の は 最後 の 項 
る ・ 特に 刀 / や 7 が 大 きい 時 に は 極め て は や く 振 動 す る . し か し . これ を 和 と 差 の oosi 
えび 20 半 和 の っ [ お ンー 
cf テテ ッ ー ァ (みう | Ap cl ラキ 5( せ う )) 

に 分 け て 考え る と 。 前 者 は 人 - ン ァ (は 依 )) =0 の 根 に 営 る な の 近 導 で 機 め 
_ ゆ る や か に 北 化 し , 後者 は どこ で も 極め て は や く 振 動 する ・ で 
庄 それ で 策 分 の 値 を 主として 定め る も の は 。 前 者 だ け に な る 。 これ は 都合 の いこ と で ある ・ 
王 前 記 の み の 根 は ,# す が 大 きく な る 程 大 きく な る ・ 一 方 積分 の 他 の 因子 , 笛 特に eosh 
(3 ) g 〆 が 大 きく な る と 誰 速 に 小さ く な る . それ 故に , 6 の 値 は , 0 
は 杉 め て は や く 小 きく な る ' 0 
し た が つて , 海底 の 章 動 が 一 方 むき の 簡単 の 場合 に も 。 速 方 で は 。 波 の 分 散 の 結果 と し て に 
多少 の くり か え し が 死期 さん る の で ある が , 後 の も の の 振幅 は 極め て 急 に 小さ く な る 管 で も 
つて , 軍 測 に か ゝ る 程 何 送 も くり か えす こと は な いと 考え られ る ・ 
。 さて , 前 清 の よう に , / の 根 が 大 切な 意味 を 持つ の で ある が , その 給 化 の 有 様 は 次 の 式 


4 (36) 地震 津 浪 に つい て ( 其 二 ) 


の = テッ 2 fanh の 


村上 上 上 
感 賠 岡 家 回 の て お く と , 直ちに 見 営 が つ 
上 中 gi - 園 を 書い て お く と , 直ちに 上 昆 


H 上 | く 。 その 剛 を 示す と , Fig.6 の よう 
還 5 か 2 かう 2 0 
3 琶 開 に な る . こ ょ に ゥ ニテ テム で ある : 


そこ で 前 逃 の ? の 根 を 興 え る 式 は 
リア の 
た ブ a と 6 
ゾ の 2( せ 時 
2 


Fig。 6 
及び # の 値 炊 第 に よ つ て は , の の 値 が 1 以上 に な る . その 時 に は ,、? に は 寅 根 が な い ・ 
その 場合 に 畔 し て は , て の 値 は せ ロ に な る 筐 で ある ・. その 炭 密 な 敷 台 的 誠 明 は 厄介 で あ る 
が 。 ん く 2 の 場合 の 近似 計算 の 際 に も 見 られ た こと と で ある . 9%% は 水 の 長 い 波 の 速 さ で ある 
か ら ,。 物理 的 に は , その 長い 波 の 到着 以前 に は 水 の 動 き が な いと いう こと で ある . 
丈 に の ご 1 の 範 園 で は , # の 大 きい 程 倒 ち 時 間 の た つ 程 ? し た が つて 〆 も 大 きく な る か 
ら , その 近 導 で ! は ? ぅ 本 節 初 め に 逃 泡 べ た 第 第 2, 第 3 因子 等 は 極め て 小さ く な る の で , と 


も 小さ いこ と に な る 。 

久 第 1 及び 第 3 因子 比較 する と , 7 が 小さ い 時 に は , 2 の 大 きい 所 で は 。 第 3 因子 は 
極め て 小さ きい から , て の 振動 する こと と も 少 い わけ で ある . すなわち , 同じ 距離 で 盾 測 す る と 
すれ ば , 地殻 紛 動 の 波長 の 大 きい 程 , 波 の くり か え し は 少 い わけ で ある 。. 


彰 *・ 本 間 正 作 * 
(昭和 25 年 1 月 20 日 受 理 ) 
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1. 題 最 浅 外 大 地震 に は 多 明 の 欠 震 を 伴う の が 例 で 。 修 震 を 洪 生 する 恒 城 に は 主 震 
_ 生 せしめ た 潜在 エネ ルギー の 残り か , ある い は 主 震 に 伴い ー 克 的 に 久生 し た 潜在 = 
が 壮 え られ て いて 。 これ が 誠 鈴 震 と し て 義 散 し て 行く と 考え られ る , この 勿 須 と な 
、 ルギー は 訂 震 の も の の 残り と し て も 。 三 玖 的 に 獲 生 し た も の と し て も 。 主 角 の エネ ル 
ーー PP 2 が 地殻 上 部 


、 の 画 積 も また 遍 い と 考え られ る ・ 
1 一 太 有 成 恒 城間 生 径 と 二 交 地震 の 規模 。 し た が つて エネ ルギー ー の 大 小 と の 聞 に 
。 な 開 係 が ある こ と が 知ら ち れ て いる か ら 〇 , 大 ま か に 見 て 主 震 の 有 感 生 任 と 多 居 屋 域 
、 人 策 4 と の 間 に 胡 時 係 が 交 想 され る . 
8 、2. 座 料 と 結果 太 と 4 の 関係 を 見 る た め 1923 年 か ら 1948 年 まで 玖 國 で 走っ 7 
、 震 中 , 魚 震 分 布 の 調べ られ た 綿 て の も の を 使 つた ・ 

誠 絢 の 面積 は 大 て い は 科 較 ( 久 は 国 ) 形 を し て いる か ら その 長短 了 作 か ら 


が ? 夫人 男鹿 年 島 及び 鳥取 地震 は 形 が め ゆがん で いる の で 方 限 に 分 け て 面積 を 求め て 帖 時 
人 表 ei 、 
番 革 | 地 震 名 紙 震 年 月 日 し ま 。 用 。 
1 | 開 東 地 涯 大 正 12. 9.1 18.84x103 900 
2 丹 後 地 震 昭和 2.3..7 1.91 x』03 545 
3 | 北 侵 豆 地 震 5 11.26 1.52xX103 500 
4-| 六 玉 地 涯 6。6: 0.47x108 。 400「 
5 | 三陸 沖 - 地 震 8. 3. 3 87.04x103 1000 
-_ 6 | 記 島 東方 沖 地震 りあ 時 較 10.00 x103 630 
7 | 男鹿 生島 地震 4 5: 0.52 x108 400 
-8 | 日 向灘 地震 16.1.19 2.32x103 450 
9 | 島 取 地震 18. 9.10 0.78x103 450 
10 | 南海 着地 震 21.12.21 27.48x103 | 750 
11 | 騙 非 地 震 - 。 23.6.20 0 95 X10 450 . 


-* 中 央 気象 者 地震 棚 滑 所 
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(第 19 還 ) の 呈 に より 相 内 の 名 全 の 秋 族 も 寺 ら 。 同じ 


商 震 に つい て も 硬 城 内 の 各部 分 に より 密度 が 逢う か ら , 多少 
人 が 残る が , 震央 の 決め られ た 多 震 の 材料 が 欠 震 弧 敷 に く 
一 般 に みく 。 一 應 決め て ある も の で も 海底 地震 な ど で 

低い 事 が 多い か ら , 異論 も 出 よ う が 。 で は 人 90 
1 く を 決め た わけ で ある 、. 


eKTRNAB2N 5 10 


の SET 19 ある . ua 7 

、 Fig. 9. Fukni Eartho. - 事 に 気がつく . 狐 に 陸上 地震 は きれ い に 直 線 に の り 月 最 
_ 波 で この 開 係 を 決め る と 8 
1og,。 4 ニ 1.498+0.00815 


ょ ヵ 


_ と な る . 海底 の も の は 衣 料 は 少 い が logi。 4 オニ 2.140 二 0.00289 で 表わさ れる . 
_ 陳 上 地震 と 海底 地震 の この 著しい 


- 3. 結 言 精 審 な 座 料 に 逐 し いた  * 


ヽ 、 


3 
差異 は 陸 と 海底 の 地殻 物性 の 差 に よ 上 3 
~ る も の で あろ う . 5 @ Oceazzc soc ん 和 
: タン ーー の 3 
ジン ン ン と テ け ' 


め 十分 の こと は 出來 な か つた が 。 初 。 。 
め に 質 想 し た よう に 父 震 狭 生 居 域 の 
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面積 と 有 感 年 竹 の 間 に 深 い 開 係 が あ R 
り 。 し か も その 開 係 が 陸上 地震 と 海  . Fig. 10 


_ 眠 地震 で は つき り 眉 つて いて , 一 般 に 海底 地震 の 方 が 欠 須 属 城 の 画策 だ が 大 きい 事 害 確 め ら 。 
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_ この 様 な 三 清 り の 方 法 に より 多く の 材料 を 塵 理 し た 結果 , 大 地震 の 前 , 敷 ヶ 月 位 か ら 漠 源 
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1 と し て は 間 了 人 Gi ゆり は CC 
き 2. 地震 活動 性 奨 化 を も と め る に は 。 問題 に する 地 工 附近 に 生ずる 地震 の 頻度 を も つ - 
ンマ 捧 用 する 地震 の 数 が な る べく 多い 程 昌 位 と する 期間 が 短く て すむ や. この 穏 は 
央 の わか る 地震 の み を 使用 する の みな ら ず 芽 測 所 に 於 け る 科 期 微動 織 午 時 間 ( ア こ 8) が 
10 秒 以内 の も の を その 観測 所 近傍 に 獲 す る 地震 と 考え 採用 する こと に し た ・ 婦 アー8 が 不 
明 芝 な も の は 。 た と を 近傍 で も ゃ こつ た も の で も 採用 し な いよ うに し て 。 鉄 用 の 際 の 個人 差 の 
、 排除 に つと め た . 以上 の よう に すれ ば 従 陀 行わ れ た 地震 回 敷 と は その 意味 が 大 部 ち が つ て く 
電 思 ち この 際 の 地 人 者 近 偽 た 匠 する 地震 に 開 す る も の で あり 。 一 に 使用 。 
する 地震 同 敷 を 割合 多く する と いう 利 還 も ある と 選 う ・ い うま で も な く 地 震 回 敷 が 多けれ ば 
澤 位 の 期 間 を 短く する と と が 出 容 それ だ け 大 地震 直前 。 直後 の 地震 活動 作 の 龍 化 が 論 きせ の 
_。 れる わけ で ある ・ 日 本 の よう に 大 地震 が 顔 第 に ちこ る 所 で は 晶 『 人 の 期間 も ユ ヶ 月 他 の も の に 
、。 し た い の で ある が , 上 の よう に し て みる と 大 購 統 計 に さしつかえ な い . 
3、 太 地 人 後 各 1 ケ 年 を 90 日毎 だ わり て 全 地 の 滑 失 所 に る 上 の 合名 放 を 
示し た の が Tig. 1 で ある 。 虹 
a) 大 地震 前 の 地震 活動 性 に つい て 
Fig. 1 を みて も 前 兆 ら し いも の を 見 出す こと は 困難 で ある . 一 日 又 は 30 分 を 期間 に と つ 
て も 大 地震 前 に は 何ら 特別 な 比 化 は みち られ な か つた ・ 勿論 地震 が 大 規模 で ある か ら 或 い は 敷 。 
、 年 に わた つて じ は じ は と 地震 活動 に 組 化 が あつ た の か も わか ら な い が 現在 は ょ その 事 は 問題 外 
- で ある ・. 
DD 大 地震 後 の 地震 活動 性 に つい て 
Ti 1 か ら わ か る よう に 大 地 信人 が 人 激 に 清 其 に な つた 所 が ある . し か も 震 _ 
_ 央 k に 近い 程 こ の 坦 加 は いち ちる し く 。 0 CR は の 0 よ は つき の 
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0 と 第 一 季 の 角 記 を 犯す 確 タ で きま る ・ 多 ち 
- tlz|> ィ )= ニ の が 引き まう 
る を 0.05, - パニ 16 と し て 入 計 般 値 表 ょ り ィ 。 を や を 求める. 軸 が z。 より 大 きい と き は 
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アナ 2 の group に 入ら ない と 考え 6 色 ち の が 大 地 展 化 の 求 る 角間 の 計 計 


ン V (| は 2P の 。… 


5 Fig. 2 After one or two months Fis.3 After 3 or4 months. 
_ following the great quake- 
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Fig.4 After 5 or 6 months. Fig.5 During a mnonth following 
the great quake. 


度 と し 。 る る , の ……2y- ュ が 地震 前 の も ちの と すれ ば , |z| ジ ェ 。 の 場合 は 地震 後 の 今 考 を て いる 
期間 に は 地震 活動 性 に 幾 化 が あつ た と 考え る . 

この よう に し て , 地震 前 1 ヶ年 の 地震 活動 性 に 比べ て 地震 後 活動 性 が 細 化 し た と 思わ れる 
測候所 を Tig. 2 一 5 の 如く 黒丸 で 示し た . 自 丸 は 地震 観測 網 中 導 化 の み と あら れ な か つた 
も の で ある . 略 の よう に 大 地震 後 地震 活動 性 は 震央 附近 と 九州 北部 及び 鳥取 近 矯 に 於 て 帝 化 
が み ら れ 玉 第 に 振 散 し て めき 5 一 6 ヶ月 後に は 
再び 必 人 し て いる . 

大 地震 直後 の 活動 域 の 疾 化 を し ら べ る た め に 
地震 後 30 分 毎 の 頻度 を し ら べ て みた . か くし 
て みる と 本 震 後 10 時 間 以 内 に は Fig.6 に 示 
す よ うな 活動 域 を 示す . 以上 の よう に し ら べ て 
くる と 北九州 , 鳥取 方 面 は 別 と し て 活動 性 が 振 
散 し て ゆく よう に 思わ れる . 更に この 希 散 性 を 
た し か め る た め に 各 測 候 所 が 大 地震 後 始め て ア . 
ーS 5 秒 以内 の 地震 を 観測 し た 時 像 を し ら べ て 
みた ・ 通信 に より 各 測 候 所 と も 大 地震 に よ つ て 
地震 製 測 を 中 絶 きれ た と は 考え な いで よい こと 
が わか つた . が くし て Tig. 7 に 示す よう に 枚 
測 所 の 因 央 距離 を 横 軸 に 大 地震 後 始め て その 近傍 で 地震 の お きた 時 刻 を 縦 軸 に と つて みた 。 


Eig.6 After 10 hours. 
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4 あま な だ = 2 


で 


層 く 
の 速度 が 匂 激 に 減 ず する こと が わか る . 
、 高知 で は 魚 震 が 非常 に 頻繁 に お きた 所 
で ある が 大 地震 直後 は 約 1 日 の 問 は そ 


。 の 附近 で 地震 は お こら な か つた と を 示 
し て いて これ は 非常 に 面白 いこ と で あぁ 
、 ちと 思う ・ 一 北九州 鳥取 方 面 が 地震 
* 活動 あ は じ め る 仕方 は Fig. 7 か ら も 
を 州 本 , 高知 な ど 震 央 に 近い 所 と は ち が 
うだ ろう と いう こと が 想像 され る . 四 
。 國 西 方 久 は 九州 東部 に は た また ま 地 震 


。 の 震央 を も つも の で あっ た . 


する と 須 抑 の 埼 す に つ折 
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Fig、7 


4.。 以上 の こと より 区 の 諸 中 が あげ られ る . 
3) 少く と も 南海 道 大 地震 前 に は 地震 活動 性 に 異常 は み ら れ な か つた ・ 
- }) 大 地震 後 の 魚 震 域 は 震央 か ら 折 散 し て ゆく 一 方 震央 か ら 相 営 は な れ た 所 で 地震 活 


動 が 誘 角 き れる 所 が ある ・. 


観測 を し て いた 沈 院 所 が な か つた た めこ の 方 面 の 地震 活動 性 に つい て 確定 的 の こと が いえ な 
い の は 区 念 で ちる . し か し 著者 は 大 地震 の 形 年 4 月 一 杯 高知 上 朋 中 村 町 で 欠 震 観測 を し た が こ 
に 地方 で は 角 震 が も こつ て いな いこ と が わか つた . こ ゝ で 観測 され た 地震 は 大 部 分 四 國 東部 


c) 南海 道 大 地震 の 震源 と し て , 紀州 四 國 の 南方 の 廣 大 な 地域 を 考え る 向 も ある が 魚 震 


。 。。 た の で E 演 の よう な 固 大 を 考 た る と と は 無理 で あろ う . 
5. 終り に 本 研究 を す ょ め る に あたり , 著者 に 妥 切 な る 御 指導 と 熱心 な る 御 秩 捧 を 賜 つ た 
東大 井 員 二 教 授 に 厚く 御 障 を 申 上 げ る 爽 第 で ある ・ 女心 よく 貴重 な る 宮 料 の 葛 集 に 御 便宜 

を 賜 つ た 中 央 気象 豪 地震 課 の 諸兄 に 百 し て も 深く 謝意 を 表し た ゆ ・ 


活動 が 大 地震 直後 は 地震 計測 区 的 に も と め ら れ た 震央 附近 に 局 限 き れ て いた こと が わか つ 


_ 東北 日 本 (東生 ) に むり る 地震 相 生 の 
、 時 間 ・ 地 理 的 分 布 「 


地 質 調査 所 早 川 iC0O デ 用 
(昭和 25 年 4 月 8 日 受理 ) 


天 波 如 誠 の 時 間 的 弟 化 を し ちら べ て いた 時 に 。 筆者 は 昭和 13 年 に は 鹿島 灘 に 地震 が 多 か つ 
た の が 14 年 に は 金 圭 山 沖 に 地震 が 多く な り , 鹿島 灘 の 方 は 糞 が 減 つ て いる と いう よう な 現 
泉 の ある らし いこ と に 休 が つい た 。 と ころ で , これ と よく 似 た こと は 凡 に 二 , 三 の 地震 消 者 
に り い われ て きた と ころ で ある が 。 果して , この よう な こと が 何 の 位 , 時 間 - 地理 的 に 普 
過 的 な も の か 。 これ は , 吟味 し て お く 償 値 の ある こと と 思わ れる ・ 「 

澤 井 ( 忠 ) 博士 は “ 科 胸 " 誌上 (第 18 巻 . 8 吸 839-345, 9 金 , 392-397 昭和 29 年 ) 
に “地震 の エネ ルギー に つい て と 題し た 論文 の 中 に 1912-1940 年 の 間 に 起 つた 題 著 ・ 和 題 著 
地震 の 敷 が 何 の よ うに 多く な つた り 少 く な つた り し て いる か 。 日 本 を 半 つ か の 地 必 に 分 け て 
寺 その 消長 を し ち べ た 結果 。 地震 の 走り 方 の 時 
問 - 地理 的 親類 づき あい の 程度 に つい て , 非 
常に 興味 ある 貴重 な 結果 を 得 て お られ る ・ 筆 
者 は これ に 東 戦 され て 昭和 2 年 か ら 同 23 年 
迄 の 東北 日 本 に お ける 題 著 ・ 策 題 著 地震 に つ 
いて 時 間 - 地理 的 開 係 を あら わす 圏 画 を つく 
つた . (第 一 , 第 三峰 参照 ) 

一 鷹 東北 日 本 を 選ん だ の は この 地方 に 非常 
に 多く の 地震 が 起 つ て いる と いう だ け の 簡 晶 
な 理由 か ら で あ る . 地 略 の 分 け 方 に つい て は 
坪 井 博 士 の 方 法 を 借用 し た . 地 司 の 幅 の と り 
方 は 約 40 km x4 ( 錠 井 博士 の 四 つ 分 を 一 還 
割 と し た ) と し , 赤 著 地震 一 同 と 策 題 著 地 震 
三 同 と を 同格 と し て 扱 つた ・ 
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量 的 に し ら べ る 短 に は 各地 必 の 間 の 相 開 を しらべ な く て は な らち ない. そこ で 色 え の 相 闘 を し 
ら べ て みた 、 N 

先 づ 相 隣 れる も の , 即ち 4 と お, と で C, の CO と の , の と 到 次 に ー つ も き の も の 多 。 
ち 4 と の , 太 と の , の と 万 に つい て 。 更に 今度 は 三 つ お き の も の 凶 ち 4 と の , と 
を , 最後 に 三 つ 隣 れる も の 印 ち 4 と 太 に つい て 相 閑 係 散 7 を 計算 し た ・ 期間 は 一 年 を 量 
欄 と し た . な お は じ め の 相 隣 れる も の の 場合 に , 期間 (年 ) 内 の 地震 の 遇 が 10 以上 の 
も の ば か り , 更に 12 乃至 -15 以上 の も の ば か り , 35 上 の も の ば か り を 材 絆 と し た 
時 の 相 開 係 敷 も 出し て みた . これ ら の 結果 を 第 一 表 に 示し た ・ 


第 1 5 
5 | 一 期間 内 の 地震 の | 5_15 以上 の | 35 以上 の も の 
7 ルオ 生生 も の に よる 7 | に c よ る 人 か 
4 
3 0.08 ー0.74 ー0.95(>15) 
の 0.36 +0.63 +0.70(13) 
の 2 
SS ー0.12 ー0.43 ー0.45(>15) ー0.95 
ぶ の 2 ヽ NII 
に 0.22 、 ' ー0.12 ー0.05(13) 
( 座 均 7=0.135 二 0.067) 
| 7 必 7 | 
4 4 
(6 0 さ / 1 +0.04 
玉 こ らい 0.12 2 2 ( 
2 拓 ー0.08 SA 
22 や 02 は @ く 
2 2 0.06 
の と い 0.20 7 
g ブ 2 人 
( 座 均 7 ミー0.057 土 0.101) ( 下 均 7 ミー0.01) 


0 が 大 づか み に し て 爽 の よう な と と が いえ そう で ある . 即ち 
・ 相 隣 れ る 地 居 の 場合 香 , の 胃 時 値 は 大 きく > 難 れ る に 科 い , 7 の 絶 半値 小さ く なつ 


22 (54) 来 北日本 (東生) に あけ る 地震 小生 の 時 間 ・ 地 理 了 的 分 布 


て ゆく ・ 
S、 隣 れる 地 叙 に つい て みる に 7 が 正 の 場合 と , 負 の 場合 と が ある ・ / 


Aowon2b た と 8 電 22 


る ・ ' 
際 。 い ル t か か ろう 法 、 2 80 だ つい 5 の BE 
の う 

戸 )C に つい て は 7 ニニ 十 0.63 と な つて いる が , 4, 万 の 場合 は 7 ニー0.74, の , の の 場合 

は ニー0.43 と な つて いる 。 (何れ も 一 期間 の 地震 の 敷 が 10 の 時 ) 第 一 園 で これ ら の 地 
理 的 の 開 係 を みる と 以上 の こと は 爽 の よう な 意味 に 外す る こと が で きよ う . 印 ち , 三陸 沖合 
に 地震 の 多い 時 は , 訪 島 懸 沖合 及び 北海 道 南部 の 沖合 に は 地震 が 少 い . い ゝ か えれ ば 三陸 沖 
- 合 に 地震 の 起り 易い と き は その 市 北 雨 側 に は 地震 が 起り に くい と いう こと で ある . 
し か も , 一 期間 中 の 地震 の 数 が 多い 程 , この 傾向 が は つき りす る と いう こと (第 一 表 及 び 
_ 第 三 園 参照 ) は 地震 の エネ ルギー を ある 地域 に 多く 集中 させ る 際 に は 隣接 の 地域 に は = ネ ル 
ギー を 蓄え る だ け の 多 容 の な いと いう こと を 婦 害 に 物語 つて いる の で は な か ろ うか.( 少 く 共 
三陸 に お いて は ) (この 機構 に つい て は 井 博士 も モデ ル を 考え て お られ る ). 

区 に の , 刀 に つい て は 7 は 正 で ある が 割合 に 小さ く , 地震 の 敷 の 多い 時 に は 守 ろ 無 開 
係 な 起り 方 を し て いる と 人 解 し た 方 が よ か ろ う . 〔 

以上 の こと は 地質 構造 と も 容 接 な 開 係 が あろ うし , 地震 の お こる 場所 が 偏在 し て いる た 
め に 以上 の よう な 値 が 出 た と も 考え られ る の で 。 地 居 の 分 け 方 を か えて 相 語 係 敷 を し ら べ る 
必要 が ある .・ それ で 菊 に 第 二 園 右端 の よう に 地 還 の 分 リカ を 本 変 180% づつ っ ずら せ で 本 人 
敷 を 計算 し て みた . 

その 結果 火 の 第 二 表 に 示す よう な 値 多 得 た ・ 


第 2 表 この 表 を 第 一 表 と 比べ て みる 時 , 
7 7(>10) 大 訓 以 上 に 読 明 し た こと と は 矛盾 し 
5 ご 十 0.02 ー0-18 な いこ と が 分 る . そし て 更に , 鹿島 
> ー9.09 ーD 90. こ 0.9 人 97 計 和 が 
0 +0.03 ー0.16 0.53(>17) 生生 NoJ 
ジン 0.40 ー0.06 こども ち 和 例 つ た ., 
( 座 均 7=0.118 二 0.059) 


以上 簡 提 に 6 未だ の 
震 病 生 の 時 間 - 地理 的 分 布 の 開 係 に つい て し らち べた こと を 逃 べ た が , 日 本 の 他 の 場 央 に つい 
で $ 今 後 し ら べ て みた く 選 つて いる ・ 将 り に の ぞ み 。 事 宮上 本 研究 の 動機 を 奥 え られ る こと 
と な つた 坪井 ・ 井 上 南 博 士 に 厚く 感謝 の 意表 する 爽 第 で ある 、。 


地質 調査 所 人 田 激 事 ・ 早 川 


(昭和 25 年 4 月 8 日 受理 ) 


1". 前 に 筆者 の 一 人 ( 田 ) は “ 流 の 美人 括 に 有 い て "と 題し て 。 地震 計上 * に 須 波 

速度 の 異常 か ら 地 下 構 造 を 推定 し うる こと を 績 表し て いる . 

、 久 , その 他 の 地震 台 者 裕 に よ つ て も この 問題 は 研究 きれ て きた の で ある が 最近 。 岩波 速度 
の 時 間 煎 閥 化 を し ら べ る 時 に 集め た 走 時 か ら も , や は り 震 波 速度 の 異常 地域 の ある こと が 分 
つた の で , 筆者 ら は この 新しい 材料 を 使 つて 地下 構造 の 研究 を 行 つた ・ 

前 に 飯田 の 行 つ た 研究 内 容 を 要約 し て の され ば 炊 の よう に な る . 即ち , 材料 と し て は 気象 
要覧 及び 震 研 共 示 の 地震 報告 を 用 い 昭和 4 年 から 昭 和 8 年 迄 に 開 東 地方 三陸 地方 等 に 起 つ た 
地震 で , 机 $ 震 央 位置 の 比較 的 は つき り 求 め ら れる 赤 著 地震 30 を 選び , ア -S に ょ り 震 央 位 
。 置 を 求め ,。 それ より 各 枚 滑 所 に 玉 る 肛 央 距離 を 一 々 計算 し た の で ある . (昭和 18 年 の 21 箇 
の 題 著 地震 に つい て は 別 の 簡便 法 を 用 いた ) これ で 走 時 が えら れる が , これ ら 走 時 を 標準 走 


時 曲線 ( 河 角 博 士 の 求め あら れ た ) と 比較 し 。 
その 偏差 を 証取 つた の で ある . この 結果 は 第 
一 賠 の よう に な つて いる . (日 本 全 融 の 材料 
を 使 つた 場合 ) 日 本 生 里 の 材料 を 使 つ て も , 
開 東 と か 三陸 の 材料 を 使 つ て も その 傾向 に 
は 強 り が な い . 

さて , 今 同 し ちら べた 材料 は 昭和 5 年 か ら 昭 
和 21 年 に 至る 17 年 間 の 題 著 , 征 題 著 及 び 


、 小 司 域 地 震 の 絶 計 約 800 箇 の 地震 で あつ て , 


それ ら の 震源 は 一 鷹 気象 嘉 柄 表 の まま を 信用 
する こと に し た . 走 時 曲線 “* を 引く 際 に は 
移動 年 均 法 を 用 いた . (移動 重 均 の 幅 は 適 党 


* 地震 6 乱 6, 301-317, ( 昭 9) (飯田 ・ 結 原 )- 


xx 例えば, 松澤 , 山田 , 鈴木 , 國 富 , 和 達 , 本 多 , 同 角 等 - 
この ょ うら な 二 時 曲線 の 引き 方 を し た の は 別 の 目的 が あつ た の で , それ を 簡 溝 の 含 に その ま ヽ 利用 


※※※ 
し た わけ で ある ・ 
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に と つた ) そし て , 各 観 測 四 の 走 時 曲線 か ら の 偏差 の 頻度 曲線 を つく つた ・ 


震 波 速度 の 異 党 地 域 


7 みつ 
= ティナ 902 = の の フス = ティ の 2 の ァ ナ の ゴ コー ェ ー の 2 
2 ヵ =/ イ 4 =/2 =/6 ム テ / の 
呈 TH Hi で ma 内 と 
J6fo が 7 7 S4/7a 7 の 47777///4 c/7 み 47o 
@ lp @ 2 
っ =ー の 3 に に メル | | っ = ティ 0 の イ 4=-63 4= の の 
ヵ =/ の 人 ヵ テ 7/3 | 本 較 基 計 も ム =/ の 
| 本 夫 | | | 
計 宮 IM ロト _ 中 ュ ILS 
9 の 472774 zor 27221 467o4a zz2/a 
@ に @ @ 
| | ステ ィ 02 ろ ェ ー の 3 | = ィ の 2 レビ と 、 コ = ニ ィ の ぼ 
」 カ = ラ の = ク o 和 ム =/g が e76 ム =/4 
計 に lO 
7 の e/f24,o44 1 プ /277/ oC2g/ 7747774 
@ @ @ @ 
= の つっ ニ = ィ 03 | | a=- の 3 = テコ ろ ェ ィ の 7 
が =76 1 = っ の [| 了 」 タ =/g 6=/g 
人 : 1 ロ 、 に 3 」 
37/7/7772 477/72777 ん な 77772 クン Z【777 676247o 
@ @ @ 
ィ デー の 3 スニ ィ の / す = ェ ィ の チオ | | っ =-0 イ ステ ィ の 2/ 
際 | ヵ = /6 か =/『 ゴゴ し カク =/g の */ と 
1 品 靖 時 SA 
娘 z/72 e2/27 5/fo/x 777777// kg227/71 
@ @ 4 @W 人 @ 7 
= ティ の スニ = ァ の ウフ ステ ィ 6 フ スー テム フ る = ム の 
テク の =/ イ =/ の | ん =75 =/ と を 
<44222 7227 ルカ 2zz eZo c の sg 
@ ト @ @ 
=ー の 6 1 4=060 = の の っ = ェ ィ 6/ ー ス = ィ 2/ 
トロ 全 太 [| し 当 4) カ ェ / そ 晴 | /9 
1 ロ 、 の 
9927277 人 Sg 。 SM22ga77 o/2/g の 7 3 の 2 の oze 


0 
40 //W の es 
人 0 ?- の の xe/y47o/e ぁ 
づつ -7 の サウ 3 て 
アク コグ ァ (7777 が 3 


o/2c7 


2 
- / 
ゝ =#6 
ん gg f7e の cr 〇 eps の. (5 
中 人 @ c2ye sc の スコ 93 


2 が ZZ 7 の 27 の 7 oe CeS 


- この 結果 第 三 
賠 に 示す ・ 

この 頻度 曲線 の 形 多 敷 量 的 に 吟 
味 する 和久 和 標準 と な る 信 き 差 曲線 
ら (2) プー (人 0 三男 ) を 
作 つ た . この 誤差 曲線 に お いて は 
ヵ =2 は 観測 の 精度 が 高く 。 ヵ =1 は 
精度 の 低い こと と 示し て いる . 各 観 
測 所 に お ける 偏差 頻度 曲線 * の 形 に 
最も 近い と 思わ れる 誤差 曲線 を 選び 
偏差 頻度 曲線 の 上 に 重ね て 偏差 の 極 
大 値 が 誤差 曲線 の 極大 値 か ら 正 叉 は 
負 に どれ だ けず れ て いる か (この 量 
を 園 に は へ な る し る し で あら わし 
た ) 観測 の 精度 が どん な も の で あ 
る か な ど 知 る こと が で きる . 

、 参考 の 往 に ウィ ー ヘ ルト 地震 計 の 
ある 観測 所 に は 〇 印 を つけ た 他 般 
的 に みれ ば , ウィ ー ヘ ルト 地震 計 の 


ある 場合 は それ の な い 場 合 に 比べ て 


精度 は 高い よう で ある . さて , この 偏差 曲線 か ら ず れ て いる 大 きき へ を 地 園 の 上 に 書き し る 
し て みる と 第 二 圏 の ょ うに な る . 一 方 , 飯田 が 前 に 得 た 波 の 異常 値 播 地域 彫 (第 一 園 ) 
と これ を 比べ て みる と 傾向 に お いて は 可 成り 類似 性 の ある こと が 分 る で あろ う ・ 

こと が ら を 簡 押 に する 乱 , 前 の 飯田 の 場合 と , 新た に 今度 えた 場合 の 等 叉 が 同じ 向き の 場 
。 合 を ⑨ 印 , で 以 て 各 偏 差 度 曲線 (第 三 園 ) に 書き 加え た . これ ら を 見 比べ る と 近 談 西部 
除い て 符 角 の 是 で は 可 成り の 一 致 を 示し て いる . この こと は 走 時 曲線 の 引き 方 が 悪く な か つ 
| た こと の 一 つの 誇 捧 に ちな る と 思わ れる *. 


* と の 偏差 度 曲線 か ら 士 2 秒 以 上 の 偏差 の 出る 回 敷 は 土 1 秒 以内 の 偏差 の 出る 回 表 より ずつ と 少 


いと と が 分 る ・ 


印 ち , 土 2 秒 以 上 の 偏差 が 績 いて 問 回 も あら われ る と いう 偶然 性 は 少 い - し か し , 


と の と と は 今 の 場合 は 大 し て 意味 の な いこ と で ある か ら と これ 以上 あま り 深 て は の べた な い 、 


メメ ※ 


走 時 曲線 の 引き 方 が 愚 か つた と すれ ば , 各 租 測 所 に 8 ける 偏差 の 正 , 負 の 分 布 は 地理 的 に 何等 系 続 


的 に 田 な いで あろ うろ が, 走 時 曲線 の 引き 方 が 正しけれ ば , こと の 偏差 の 正 , 負 の 分 布 は 地理 的 に 何 か 
地殻 構造 の 局部 的 な 影響 を 反映 し て 系 統 的 に 田 る で あろ うと いら こと と が 考え られ る 


飯 田 没 事 ・ 早 川下 昌 / 25 (67) 
放 N ・ 「 2 
過 丈 に これ ら の 絶 持 値 に つい て は 多少 問題 が ある こと で あろ う . 即ち , 信 同 得 た 値 は 前 に 飯 、 
。 田 の 得 た 値 より 全般 的 に みて 細 午 値 が 小さ く な 
』 。 つて いる . この こと は ある い は 次 の 様 な と と が | /g2 


ら を 暗示 し て いる の か も し れ な い . 例え ば ルル zz/es 7egons の 
BS770C Ve VC の c/Z7 


1. 移動 笠 均 の 幅 の と り 方 が 小さ < て 下 滑 化 
し すぎ て 各 走 時 値 を 見 掛け 上 小さ く し た ・ 
2. 標準 走 時 曲線 を つか わな いた め 賑 波 信 播 
綴 路 途中 の 影響 が 消さ れ て 観測 弁 附 近 の 地 
坊 の ご く 表 居 の 影響 だ けが あら われ て いる 
SA の た (つか や と で ある ・ 
何れ に し て も ぉ ゃ 一 應 ア 湾 値 描 の 異常 地域 が 地 。 
帝 構 造 と 開 係 の ある こと は 先ず 間違い な きそう 
で ある . 舟 來 は 各地 震 の 走 時 曲線 の 解析 を 行い 
ょ り 詳細 な 地殻 表 居 の 構造 を 研究 し て ゆき た いと 思 つ て いる . ( 
以上 簡 還 に ど 波 の 岩波 逢 所 速度 の 異常 地域 に 開 し て 最近 し ち べ た こと が らち を の べた の で あ 
る が , 走 時 曲線 の 引き 方 が 色 え の 意味 で 問題 と な つて お る ち 折 柄 更 に 深 示 時 曲線 の 解析 を 
行い 。 詳細 な る 地下 構造 を 研究 すべ き で あろ う . ( 3 


x 例え ば 地震 第 2 韓 第 1 笹生 2 朋 越川 : 東南 海 地震 の 計測 (1 
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ゆ 


月 別 | 種別 | 壮 震 時 | 震央 地 者 「 

1 | 小 | 5H15 時 18 分 宮古 北東 70 料 沖 142.5| 40.0 | 0 』 
| 小 21 48 | 蘭 城 懸 日 立 沖 141.1| 36.7 極 浅 」 
| 沙 6 23 40 | 和歌 山 角 田邊 付近 135.5 | 33.8 30 HI 
| 9 17 45 | 宮古 北東 30 将 沖 142.2 | 39.8 30 HI 
| 邊 題 | 20 20 42 | 泥 美 洛 137.2 | 34.7 10 還 
| 顕 22 25 | 兵庫 角 但 馬 西 部 134.6 | 35.6 ! _20 TM 
| 小 | 25 12 18 | 厩 知 詳 矢作 川上 流域 93 858 っ | 生ま 基 更 I 

小 | 27 21 55 | 混 美 湯 137.2 | 34.7 20 

2 9 11 39 | 徳島 落 剣 山 付近 134.4 | 38.7 20 II 

。 | 小 | 15 00 0O | 佐 肖 島 西 方 沖 138.0 | 38.1 | 0 IM 
) 小 20 09 54 日 高川 上 流 城 135.5:| 33.9 0 邊 
| 小 14 48 | 山梨 上 大 月 付近 738.9| 35.6 | - 柳 -| 五 
| 小 | 23 20 39 | 千葉 罰 街 付近 ~ 140.4 | 35.6 | 50 
| 小 | 27 03 13 | 堅 屋 崎 南 々 東 沖 141.2 | 36.6 !、 小 ll 
答 題 | 27 06 37 | 浦河 西方 沖 142.4 | 42.2 0 1 

小 | 28 11 34 | 創 尾山 付近 135.4 | 35.0 0 W 

3 | 7 03 07 | 相模 少 139.3 | 35.2 100 WI 

小 | 17 02 18 | 了 屋 岬 東北 東 沖 141.4 | 37.2 70 
| 稽 題 12 13 | 大 島 南 々 東 沖 1396| 34.0 80 HI 
| 記 | 18 12 24 | 納 沙 布 岬 南東 沖 147.0 | 42.4 60 T 

本題 | 19 20 43 | 徳島 熊 牟 岐 付近 42 お 39.7- コ お 9 Hl 
| 頼 | 20 03 20 | 種 ヶ 島 北 々 東 池 131.2| 31.0 | 60 邊 
| 小 | 23 18 16 | 衝 寺 島 東 北東 沖 141.3 | 83.5 | 海 中 

AN 25 19、47 廣田 江東 方 沖 142.0 | 38.9 | 。 50 MI 

4 | 題 5 18 28 |」 ウラ ヂ デオ スト ッ ク 南 々 西 沖 深 〕 | 131.0 | 42.0 | 600 I 

小 | 14 18 42 | 浦河 南方 沖 142.8 | 42.0 | 浅 | 重 
|- 小 | 18 18 40 | 但馬 西部 13 を 5| 35.5 | 920 邊 

御 題 20 02 02 」 北海 道 沙流 川 河 ロ 沖 142.0 | 42.5 淫 是 
| 小 | 24 22 53 | 記 島 双 東 方 沖 141.8| 37.1 | - 漆 I 
| 策 題 29 05 42 | 納 沙 布 岬 稿 南東 沖 146.8. |、42.8 | 種 淫 | 生 
| 小 21 28 | 日 向灘 3 が 0 うこ 62.DSb 0 山 

5 | 生 題 | 1 01 07 | 金 界 山東 方 沖 142.1 | 38.3 60 ャ 
| 題 4 11 54 | 釧路 南方 沖 144.4 | 42.7 | 析 肖 征 
| 生 題 6 17 31 | 堅 情 崎 北東 沖 4 お 3 に SS7SDoe も 0 
策 題 | 8 16 00 | 浦河 西南 西 沖 142.0 | 42.0 | 極 淫 ] 
征 題 | 2 10 02 | 鹿島 灘 140.8 | 36.5 | 一 北 | 重 
小 | 18 07 48 | 徳島 双 吉 野川 上 流 城 133.8 | 34.0 20 征 
| 題 22 06 40 | 泌 島 双 東 方 沖 141.8 | 37.3 40 | 

小 19 23 | 編 島 双 東 方 浪 141.6 | 37.1 滋 HL 


Lu ik る っ ro 人 


4 が 9 と の の ん 
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9 千 
月 鹿 | 種 別 | 遂 震 時 地 名 ら | 互 | 最 高層 度 
5 | 征 題 | 22 日 23 時 36 分 金華 山東 方 沖 142.0 | 38.4 深 | 征 
| 題 | 25 03 29 | 六 島 駿東 方 沖 141.9 | 37.3 深 IM 
小 14 58 衝 戸 北東 沖 142.6 | 41.2 40 I 
小 | 26 283 29 | 勿 路 南方 沖 144.6 | 42.4 深 和 
| 小 | 29 01 35 | 上 和 人 島 140.1| 35.2 0 に: 各 み 
6 | 邊 題 2 06 52 茨城 衣 高 菊 沖 2412 | 96.7 30 川 
小 SSSIIMS 濱 名 湖 197.6 | 34.7 10 中 
小 2027 密 島 共 沖 141.6 | 87.3 40 HL 
少 | 26 09 39 | 金 業 山 東方 沖 141.7 | 38.3 60 I 
小 18 16 | 浦河 南西 沖 142.0 | 41.8 0 I 
| 小 | 29 17 45 | 馬島 141.5 | 36.2 40 I 
が 小 4 19 09 訪 島 麻 沖 441。3 37、 ち 30 衝 
| 題 | 12 01 10 | 肝要 閣 182.5 | 34.0 40 | Y 
小 13 21 12 衝 島 双 召 野川 流域 184.2 | 34.0 20 征 
| 頭 | 15 08 2 鳥島 南西 沖 389.8 | 30:2 | 350.| 
租 題 | 18 18 58 | 検 愛 昨 南 方 沖 143.0 | 41.5 20 中 
小 | 28 06 26 | 島 鳥 北東 漁 か 沖 141.4 | 31.8 | 極 滞 T 
小 | 26 19 46 | 和 隆 葉 落 勝 浦東 方 沖 140.8 | 35 2 70 『 
小 22 00 34 | 大 喘 是 東北 東 沖 141.3 | 35.9 60 I 
小 04 48 鹿島 灘 141.1 | 36.4 40 四 
題 | 30 15 30 | 舞 提 島 浄 150:1 | 44.4 rg0 | T 
8 | 小 | 3 13 44 | 当 美 導 137.1 | 34.8 30 還 
策 題 4 00 44 | 析 有 岬 北西 浪 1431| 42.0 深 II 
稲 題 10 39 | 大 島 東南 東 約 130 竹 沖 140.6 | 34.2 90 年 
小 | 10 0O1 09 | 京都 府 三國 岳 付 近 135.6 | 35.3 10 W 
策 題 01 26 | 局 上 185 6 | 38.3 20 WV 
小 01 56 | 向上 135.6 |- 35.2 20 四 
小 18 50 | 同 E 135.7 | 35.3 10 MI 
富 | 18 03 34 | 淫 石 岬 南方 沖 445.5 | 42.7 80 M 
小 | 28 04 01 | 名 本 双 字 土 年 島 付近 130.6 | 32.6 10 暫 
小 14 02 | 浦河 南 々 西 沖 142.5 | 41.7 80 Hl 
策 題 | 24 06 42 | 編 島 懸 東部 140.7 | 37.5 100 
小 08 20 | 世 鳥 双 東 方 沖 141.8 | 37.2 66: 和 っ 1 
小 | 27 06 21 | 甘 天 散 赴 ヶ 浦 付近 1403| 361 65 『W 
小 | 30 13 12 | 衝 田 衣 雄 物 川 下流 域 140.2 | 39.6 130 HI 
策 類 | 31 09 30 | 勝浦 南方 沖 140.2 | 35.0 75 W 
9 | 夏 9 05 15 | 鹿島 灘 140.9 | 36.2 40 暫 
小 | 11 14 40 | 和歌山 態 日 高川 上 流域 135.5 | 33.9 55 | 重 
生 題 | 12 06 44 | 編 島 騒 東方 沖 141.9 | 37.5 肖 』 
| 小 | 13 20 38 | 入 元 島 北 東 津 13 財 39.8 | 組 2| 
小 | 16 16 44 | 訪 島 衣 東 方 沖 141.6 | 37.1 10 
策 題 23 50 | 宮古 北 東光 142.2| 39.9 | "40 | 
小 | 19 05 20 | 夏 名 演 沖 放 人 ISsS ゲ 30 深 | 
- | 稲 題 | 20 11 26 | 佐渡 相 用 北西 沖 137.9 | 38.2 40 和 
策 題 22 32 | 導 到 島 北 々 東 沖 140 5| 34.1 60 自 
こ ク 


テニ ーー ズ 。 


2 


KR 
28 (60) 咽 衝 24 年 の 主 な 地震 
8 
月 別 | 種別 | 病 震 時 | 震央 地 名 4 
9 |  、 23 日 00 時 38 分 | 尻尾 岬 東南 東 沖 | 142.1 | 41.3 淫 和 
| 題 | 17 13 | ツ 聴 領 沿海 184.5| 44.0 | 300 | 下 
10 | 小 |」 1 13 35 | 茨城 衣 小 具 川 申 流 城 | 140.0 | 36.3 50 W 
| 策 題 | 2 01 18 | 三宅 島 東方 兆 h 499:7 ボ 34 は 50 
小 「 21 07 | 茨城 落 小 具 川 申 流 域 | 140.0 | 36.3 50 IW 
小 -| 23 01 | 各 怒 用 中 流 城 139.9 | 36.3 60 還 
小 | 5 02 53 | 伊 称 北 | 92.1 1]. 98c6 70 fl 
小 | 6 06 56 | 茨城 衣 小 具 川 中 流 城 | 140.0 | 36.2 極 浅 是 
題 1L 18 05 | 釧路 南西 沖 | 144.0 | 42.6 100 和 
| 小 | 17 08 47 | 愛知 色 矢 作 川中 流 城 AH87。2 上 、 5:D 40 暫 
| 題 | 25 22 08 | 茨城 用 久 悪 用 下流 城 | 140.6| 36.6 | 95 W 
11 | 小 | 6 13 00 | 宮崎 東方 沖 | 182.0] 32.0 |” 40 I 
生 題 13 09 48 | 金華 山東 方 沖 142.9 | 38.3 | 80 時 
策 題 14 22 31 三陸 沖 144.3 | 38.8 | ' 80 川 
に 題 ) 18 07 30 | 潤 岬 南 々 東 230 将 沖 〔 湊 〕 137 3 | 32.0 320 1 
小 | 24 2 外 57 | 吉野 胃 中 流域 184.3 | 340 | 極 滞 T 
小 | 30 01 56 | 鹿島 藻 | 141.0| 36.0 | 浅 昌 
19 | 小 | 4 18 13 | 奇 知 駿 矢 作 川下 流 城 137.0 | 34.9 10 T 
燃 | 5 23.52 岩手 色 久 慈 北 東 沖 | 142.0 | 40.4 85 還 
小 | 15 20 45 | 日 高川 下流 城 | 135.2 | 33.9 10 I 
小 16 09 1 共 城 落 南 西部 189.9 | 36.1 80 1 
小 | 25 19 26 | 栃木 駿 小 山 付近 | 139.8 | 36.3 | 7 50 WV 
生 題 | 26 06 43 | 茨城 落 南 西部 139.9| 36.2 | 50 W 
. 08 17 栃木 態 今 市 付近 97EOOS2/SEHIO Wi 
題 | 08 25 | 栃木 双 地 震 | 139.7 | 36.7 寺 <10 W 
小 。 | 10 51 | 傘 震 ( 今 市 付近 ) | 139.7 | 36.7 | 10 和 
小 | 19 15 | 同上 | 139.7 | 36.7 10 HI 
小 / 27 和 的 和 6049 佐渡 島 北 西 沖 | 38SO 唱 SGS きら 60 由 
征 題 17 56 | 多 震 〈 今 市 付近 ) | 139.7 | 36.7 | く 10 Y 
小 | 19 18 | 山上 | 189.7 | 36.7 | 10 E 
小 | 28 O1 41 | 同 E |-339.8 | 36:7 | 10 T 
| 小 08 33 | 同 F 上 に 89.7 に 867 に En0GSENDSW 
生 題 | 30 17 57 | 久 子 付近 | 14t.0 | 35.8 40 | 重 
小 | 31 16 16 | 相模 洛 ト 389.4 に 35.2 120. 下 
口 利 244 年 の 主 な 拉 地 地震 
| | 震 > 
月 | 彼 震 時 | 震央 地 名 | 6 た 63 事 
| SASZe 
1 | 23 日 15 時 40 分 | イラ ン 方 面 625E |*3OrN | 
2 | 02 083 22 | = ニュ ー ギ = ヤ 西 部 | 
3 |、04 19 27 | . ア ンダ ミス メン 方 面 70 |、30N | 
時 07 人 540 ニュ ー デ ブリ テン 諸島 | | 


に 


芝 


En 3 29 (61) 
Sa 1 Os ーー 5 ーーー- と 
計 選 未 電 | 欄 央 地名 GA 事 
まし Se A の 万 
3 27 日 15 時 40 分 | パラ オォ 諸島 付近 
4 14 05 04 | アメ リカ 西部 1237W | 47N 米 國 北西 4 州 , 
英 領 テ コロ ン ビ ヤ 
Po 州 に て 有 感 , 被 
害 あ り 
20 12 48 | チリ ー 72^W | 38S 死傷 , 家屋 の 第 
害 ぁ あり と 
30 10 28 | フィリ ッ ゥ ピン , ミン ダナ オォ 島 付 近 | 127 セ 7N 100 
7 | 03 05 01 | マリ アナ 諸島 _ | 148E | 16N 100 \. 
10 13 02 | ペ ミ ー ル 高原 73E | 40N 
、1 00.57 | . 同 上 / が 
本 OS 同上 
23 19 36 | = ニュー カレ ドニ = ア 諸 島 付 近 165E ! 18S ュー 
28 00 23 | = ニュージーランド 1755Esl 35S [ 深 誤 
8 6 04 28 | エク アド ル 中 部 789Wal TS 被害 甚大 
6 09 46 | サモ ア 諸 島 付 近 72SW IM 15S 
。14.038 31 = ュー ブリ テン 島 付 近 146*E 0? 
18 03 35 | 、 ト ルコ ュ 方 面 40"E | 39N 鞭 微 な 被 雪 あり 
22 13 10 | 英 領 コロ ン ビ ど ャ 活 涯 西方 沖 1337W | 55N 較 微 な 被害 おり 
0 テラ スカ に 28 
\ の の 津 浪 あ り 
9 15 04 56 | セレ ベス 海 122"E 4N 
Js04..H7 生 同上 122E 4④N 
28 00 38 | アラ ス メ 南 部 泊 浮 152*W | 60N 
10 | 20 06 08 | ビスマルク 諸 島 付近 152 世 | YS 中 
純 の SSSOBSE1 ニ ーッ グン イズ 165E | 15S 
27 17 53 | サモ ア 諸 最 167*W | 13S 
12 | 17 16 13 | チリ ー 71CW | 54S 
| 18 00 27 | 同上 同上 | 同上 
26 15 34 | フイ ジー 諸島 付近 180E | 14.5'S 
フィ リッ ピン ルッ ン 島 北端 122"E 197N 


| 他 研 基 m ュ | 2 二 旨 0905BRR56SHSg222 ト 9 10 に | 全 了 


| 
北海 道 | 無 感 jk4 7 10 | 計 当 し 7 肖 |ED( 全 NL II 軸 語 1 の 16 | 15Z 


東 北 | 無 感 | 58 | 24| 24| 9| 20| 35| 26 2| 28| 27| 28| 337 


5036B2NC SS 地 


及 別 
地域 列 邊 中 ュ | 52|s|4 

有 感 | 10 9| 183| 13 
' 闘 東 | 無 感 | 60| 87| 46| 95 
隊 、 庄 720| 96| 59| 108l 
内 夫 だ 訂 | 8| >18| 2 に っ 5 
中 。 部 | 無 感 | 18| 28| 58| 35 
| 計 | 26| 46| 729| 40 
| 感 「 24| -i6」 9] 9 
に 近 談 | 無 感 | 76| 66| 5e| 35 
計 | 97| 82| 65| 44 
] 回 
湖 め 本 必 00: し ジ ケ 0 ie 
時 25 に 27 も 3. 21 
の 國 
上 8 計 35| 34| 19| 26 


F 


九 改 感 |」 35| 18| 19| 23 
8 計 40| 21| 22| 31 
に 守 ご 杉 | 0| 0| ド ゴ 0 二 6 
着地 | 無 感 | 10| 5| 8l .7 
計 0 お 二 生 2: 折 S 
未 感 0 に つ O RS20: に 9 
不詳 ! 無 感 | 9| 10 9 
計 に 9 0| 9| 3 
ーー ! ー 
有 感 | 68| es| nm| sh| 78| 44| 63| so| 7e| ee 
計 無 感 | 308| 280| 240 | 252 1 234 | 176 288| 289 | 237 | 224 | 
es 合 計 | 371| 348| 311[3081312| 280| 301| 369 | 313 292 
了 地震 時 報 


オホーツク 海 の 深 条 地 誠 明和 25 年 2 月 に は オホーツク 海 に , 相 纏 いで 3 回 の 深 地 震 が 起 つた 。 
22 日 5 時 27 分 頃 , 146, 5E, 46.5"N の 地震 は 深 さ 約 250 半 , 根室 , 清河, 釧路 , 入 戸 で 有 感 (震度 
1 ) で あつ た . 吾 23 日 17 時 32 分 頃 に は 148EE, 49PN に 深 さ 約 400 導 の 無 感 地震 が あり , 更に 28 日 
19 時 21 分 に は 143.8E。 46.0*N に 深 さ 約 320 氏 の 相 営 大 規模 の 地震 が 起 D, 北海 道 全 般 に つ て 震 | 
度 1V を 感じ た 應 が 多く , 有 感 富 城 は 近畿 , 中 國 , 四 國 の 一 部 に 迄 及び , 松山 司 内 の 川上 まで の 有 感 衝 
径 は 1620 導 に 達し , 全 國 製 測 所 に 於 て 記録 され た . 何 ほ 同 月 に は 7 日 得 控 島 東方 に 深き 約 200 導 , 
23 日 押 提 鳥 東方 油 に 深 さ 約 150 導 , 24 日 納 沙 布 岬 佑 か 東方 油 深 さ 約 200 導 等 , 北海 道東 邊 に 深 凌 地震 が 
績 朋 し た - 8 で 

熊野 川中 流域 の 地震 明和 25 年 4 月 26 日 6 時 05 分 頃 , 熊野 川中 流 城 。 東 紐 135.9。 凝 38.8* 付 
近 に か な り 大 き な 題 基地 震 が 起 つ た . 有 感心 は 東 は 前 橋 か ら 西 は 廣島 。 大 分 に まで 及び 。 最大 震度 は 
区 潜 。 徳 筐 で TV で あつ た が 震源 地 付近 の 山 聞 に 落石 道路 の 骨 , 基 旬 寺 の 像 な 宙 守 を 


二 


、 生じ た ・ 併 し 人 間 , 建築 物 の 損傷 は な か つた -. 
北米 ・ 南 米 の 地 須 昭和 24 年 8 月 22 日 4 時 1 分 (GMT) 頃 英 領 ユ ッ ン ビ ャ 西方 沖 133E, 54*N を 


震源 と し て 相 営 犬 き な 地震 が 起り , 震源 付近 洛 常 


ば , Magnitude 8 で , アラ ス ヵ の Ketchikan で は 2 喘 欠 り の 津 浪 が 番 測 され た . 


3L (63) 


こ 寺 微 な 被害 を 生じ た . Pasadena で の 翻 測 に よれ 


〆 


昭和 25 年 4 月 30 日 18 時 21 分 (GMT) 頃 , 中 部 ベル ー の Cuzco 付近 を 申 心 と する 地域 に 激しい 地 
岩 が 見 舞い 46,000 の 人 口 を 有する イン メカ 課 國 の 古都 Cuzco で は 相 営 の 死者 を 生じ た 模様 で 市 内 の 


Santo Domingo 及び Belin 角 會 の 塔 が 倒 理 し , 


- 昭和 25 年 ? 月 8 日 16 時 (GMT) 頃 南米 エビ ン ビ ャ に 地震 が あり 下 者 260 名 , 負傷 者 700 名 


5 町 村 に 大 彼 害 , 9 町 村 に 拉 害 を 奥 え た . 更に う 
あつ た - 


理科 大 學 は 年 電 し た * 
に 送 し 
3 日 隔て ゝ サラ ザー ル の 町 付近 に 相 営 大 き な 爺 震 が 


(U.S.C.G.S. 報告 及び Nippon Times より ) 


黒 癌 


訪 事 


晃 界 か ら の 忠 失 U.G.G.I.* 第 8 回 綿 會 (Oslo, 1948, VIII) の 地震 部 會 で 1939 年 以降 に 死去 さ 


ー 
*ー 


れ た 著名 な 地震 了 更 開 係 の 聖者 名 が 報告 され た - 
人 AERBLOM, Filip (1869 一 1942) (スエ ー デ ン ) 
ArrANr, R.P.Guido (1876 一 1940) (イタ リア ) 
ANGENHEISTER。 で. (1878 一 1945) (ドイ ッ ) 
BRILLOUIN, IM (1854 一 1948) (フラ ンス) 
BONGERS, R. (1907 一 1942) (ドイ ツ ) 
CRrTIKOS, N.A.。 (1888 一 1946) (ギリ シア ) 
VAN DrJk, Garnt (1877 一 1949) (オラ ンダ ) 
HHAUSSMANN, 氏 . (1860 一 1940) (ドイ ツ ) 
IMAMUERA, AA. (1870 一 1948) (日 本 ) 
ISHrMOTO, M. (1893 一 1940) (日 本 ) 
LABROUSTE, HH. (1874- 一 1948) (フラ ンス ) 
LAcRorx, Alfred (1863 一 1948) (フラ ンス ) 
LINKE, F。 (1874 一 1944) (ドイ ツ ) 
MAINKA, C. (1874 一 1943) (ドイ ツ ) 


MEgNeL。 ひ . (1I863 一 1944) (ドイ ツ ) 


地震 光 會 第 4 同 了 術 講演 廊 1950 年 


れ た . 営 日 の 講演 題目 は 炊 の 通り で ある . 

、1. 渡 洲 計 に つい て , 土生 片 樽 (大 阪 大 遇 ). 

3。 トリ ベア タイ ト ・ ス テイ ショ ン ・ メ ツ ッ ド に 用 うる た め の 精 密 な 地震 
4. 線 鹿 の 永年 括 化 に つい て , 西村 英 一 , 細山 議 之 助 ( 京 大 理 )、 5・ 


5 月 20 日 及び 21 日 に 互 り 東京 大 胸 理 史 


ゝ に し る し て 衣 し み の 意 を 完 し た い ・ 


TNAYVARRO-NEUMANN, R、P.S. (1867- 一 1941) 
(スペ イン ) 


OppoNE, Emilio (1864 一 1940) (イタ リア ) 
RAMSPECK, AA. (19 一 1945) (ドイ ッ ) 
Rrzzo, G.B. (1863 一 1945) (イタリア ) 
RopEs, R. P. (1881--1939) (スペ イン ) 
RorHE, Edmond (1873 一 7942) (フラ ンス ) 
| Scmorr, R. (1864 一 1943) (ドイ ツ ) 
SgzAWA, KK. (1895 一 1944) (日 本 ) 
SHAW, J.J. (1875 一 1945) (イギリス ) 
SrggERG, A. (1875 一 1945) (ドイ ッ ) 


TORALLAS Y TONDO, 世 . (1876 一 1940) 
(スペ イン ) 


W HIPPLB, J.W. (1876 一 1943) (イギリス ) 
* Union Geod6sique et Geophysique Tnter- 


nafiOna1e. 


部 2 銃 


地震 計 と し て の 注射 約 の 利用 。 坪井 患 三 (東大 理 ) 
圭 [ に つい て , 浅田 飯 (東大 理 )・ 
高 感度 伸縮 計 と 後 礎 計 の 者 測 , 


小澤 泉 夫 ( 京 大 )。6- 地表 汐 度 の 手 化 が 寺 肉 に 於 ける 地 腕 の 傾斜 伸縮 の 者 測 に 及ぼ す 影 響 , 本 間 正 作 , 


= 王 : 


購 


刻 宗 鶴 


長宗 久男 ( 押 依 吉 )、7 
信頼 鹿山 唱 生 知 (地理 調 )、9. 


力 偏差 の 携 化 の 普 測 , 


莉 歌 山 ,。 湯 浅間 の 水準 


水準 と し て の 月 歪 欧 海水 面 の 
10. 東京 丸の内 付 


村松 郁 葉 (名 大 ). 9. 
小澤 泉 夫 ( 京 大 ). 


則 量 , 


ピコ 


_32 (⑥④ 殺 銘 . 


近 の 地盤 の 紛 動 に つい て , 宮部 直巳, 片岡 明雄 (名 大 ) 1. 地 融 緩 動 に よる エネ ルギー, 本 間 正 作 


( 気 依 亭 ). 12. 昭和 23 年 4 月 18 日 の 熊野 部 に 訟 ける 地震 津 浪 に つい て , 村内 必 穫 ( 笠 博 ).。13. 明 
代 後期 に 訟 ける 支那 地震 の 概況 . 鹿 松 光雄 (金澤 大 ).14. 支那 史上 最大 と 思わ れる 地震 に つい て , 万 
松 光 雄 (金澤 大 ). 15. 日 本 に 於 ける 震央 の 移動 形式 。 本 間 正 作 , 長橋 調 炊 郎 , (気象 豪 ).16. 火山 


- 地震 の 長 週 期 活動 と 気 師 に つい て , 第 田 茂 (横濱 大 ). 17. 地震 群 に つい で の 統計 , 鈴木 炊 郎 , 友田 好 
( 夫 (東大 理 )、8. 今 市 地震 の 重力 測定 , 飯田 波 事 , 早川 正巳, 片 寄 邦 之 , 小川 健三 , 十 谷 重 政 ( 地 侯 
調 ). 19. 今 市 地震 後 の 微 小 地 震 の 秋 測 に つい て , 浅田 公 , 鈴木 炊 郎 (東大 理 ). 20. 今 市 地震 に 伴 つ 


た 地磁気 の 化 に つい て 。 加藤 迫 雄 , 和 歌 代 慣 吉 , 小坂 由 須 人 (東北 大 ).21. 昭和 25 年 4 月 26 日 の 
南海 鱗 震 に つい て , 西村 英 一 ( 京 大 ). 22。 編 井 地震 の 魚 震 に つい て , ヽ 表 俊一 郎 ( 震 刀 ). 2 南海 道 
地震 と その 人 角 震 の 走 時 曲線 , 吉山 良一 、( 志 大 ). 24. 震源 域 の 大 き さ に つい て , 高木 聖 (気象 亭 ). 空 ・ 
地殻 内 の 地震 渡 俺 播 束 度 の 分 布 , 杉 浦 邦 朗 (名 大 ).26. 東北 地方 の 地下 構造 ①D, 早川 正巳 (地質 調 ) ・ 


27. 海 医 を つた わる 表面 波 に つい て , 市 川 政治 ( 無 鯖 言 ). 28. SH 流 の 事 ね 合せ と Love 型 波 , 松 
澤 武 雄 (東大 理 ). 29. 初動 方 向 の か た より に つい て , 井上 宇 出 (気象 論 )、 30. 人 工 地震 波 の 減 表 性 


に つい て , 吉川 宗治 ( 京 大 )- 31. 人 工 地震 の 表面 渡 の 酸 に つい て , 久保 寺 章 ( 京 大 ).32. 震 害 と 地 
岩 と の 開 係 に つい て , 金井 清 ( 震 巡 ). * 


\ 


答 角 : 


・ 國 立 科學 博物 館 に 於 け る 地震 計 原 理 寅 駿 装置 の 陳列 
東京 上 野 公園 内 の 厩 立 料 更 博物 館 で は 了 後 地震 計 の 陳列 が 復活 し た ・ 萩原 式 水府 動 地 堪 計 と 石本 式 
加速 度 計 が 陳列 の ま ゝ 番 測 が 績 けら れ て いる . ' 
その 隣 に 地震 計 原 理 人 吸 殺 置 が 陳列 し て ある 載 引 者 が 邊 竣 出来 る よう に 設計 し た . 3 つ 振 子 ( 重 箇 
1.5 kg) が 下 つ て いる が , 右端 は 周期 0.5 秒 の 振子 他 の 2 つ は 周期 3 秒 の 振子 で ある . 後者 ろ つ の う 
ち 左 の も の は 洒 措 振 唆 が つい て いて 臣 界 制 振 に な つて いる . 衝 振子 は 地震 計 の 針 先 を 使用 し て 振 大 せ ず 


= ドラ ム 上 に 記 鉄 する よう に な つて ゐる . 左端 の 針 先 は 振動 裏 の 賢 動 を 記録 する も る の で ある . 


有 有 の ハン ドル を 上 下 に 動か す と 4 枚 の 板 バ ネ で 支え られ た 振動 導 が 左右 に ゆれ 各 針 先 は それ ぞ れ の 記 
鉄 を ドラ ム 上 に 記録 する . “ 

記録 紙 は 燥 書き で 6watt の ワー レン ・ モー ター で 回 香 し 1 秒間 に 2mm 進む . ドラ ょ の 大 方 へ の 
お くり は 一 賠 還 に 10 mm で ある . 勿論 押 ボ タン に より 載 牙 者 が ドラ ム の 回 輸 を お こす こと が 出來 る よ 
うに な つて いる . 振動 を 支持 する 豪 は アン グル を 燃 接 し て 作 つ て ある が , 幅 1m 20cm 奥行 70cm 
で ある . 邊 際 陳列 の 際 は これ が 大 き な ケ ー ス の 中 に 入れ られ て ある 。 

賢 験 し て みた 記 銚 に よる と ダン ペー の な いも の は 自己 振動 が 入 つ て いる こと が よく わか る . 一 方 短 振 
動 に 響 し て は ダン ペー な し の 周期 3 秒 の 振子 も よく 動く が な ん と いつ て も ダン ペー の ある 振子 に は か な 
わな い . 凸凹 の 振動 を させ た と き は ダン ペー の ある 振子 も 皿 動 と は 似 も つか な いも の を 書い て いる . 

興味 の ある 方 は どう か 博物 館 に こら れ て , 連 さ れる こと を 望み ます . ( 冊 立 科 胸 博 物 館 村内 必 暴 ) 


hS - ロ 


で 


10. 
まし 


地震 : 投 稿 規 完 


原稿 は 原稿 用 紙 に 横 書 に 認め , 優 名 は 本 優 名 を 用 いる こと ・ 

句 証 黙 。 ・ 等 を 明瞭 に 記入 する こと ・ 

地 独 , 人 名 の 計 み に くい も の に は 振 居 名 を 付け る こと . 

押 は 漢字 を 用 い ず , アテ ラビ ゼ ヤ 敷 字 名 用 いる こと . 

引用 文献 等 は 脚 庄 に 記載 の こと ・- 

克 園 は 映 で 明 腰 に 書き , 縮 傘 を 必ず 記入 する こと. 彫 の 中 の 交 字 は 刷 上り 1mm 以 


下 に な ら ぬ こと. 原稿 に 赤字 で 圏 の 挿入 場所 を 指定 する こと 、 


原稿 に は 必ず 英 六 題目 と 英文 要約 を 付け る こと . 

論 交 の 長き は 営 分 の 間 , 刷 上 り 4 貢 (400 宇 詰 原稿 用 紙 約 10 枚 ) の こと - 

別 出 の 費用 は 営 分 の 間 全 部 (用 紙 を 含む ) 著者 の 負 搭 と な し , 部 敷 は 50 部 以内 の こ 
we 

校正 は 堂 分 の 間 藤 韓 係 に 一 任 の こと ・ 

特殊 な 賠 版 (折込 , 色刷 等 ) は 営 分 の 間 著 者 が 費用 を 負 捧 す る こと ・ 
⑥ 追 加 挿 園 , 表 等 の 説 明 に は 英語 を 用 いる こと - 


昭和 25 年 8 月 20 日 印刷 


諾 逢 2 吉 8 月 25 日 行 て 


東京 大 各 理 滑 部 地球 箇 理 昌 数 室内 

症 奉 地 井 。 長 。。 将 *a。 人 
代表 者 松 澤 武 雄 

印刷 所 日 本 産業 協會 印刷 部 


。。。 を e 東京 大 了 理 胸 部 3 
呈 行 所 珠 吉 則 数 潜入 地 屋 學 合 
( 會 員 番 競 225147) 
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